
今日の脳の調子
測れていますか？

交通事故ゼロへ
国土交通省令和6年度、7年度 自動車運送事業者向け安全教育認定メニュー

    脳体力×安全運転の統合プログラム

MieruCAR講習　基本フロー

　　MieruCAR講習　年間スケジュール

　　導入事例

脳体力チェック（CogEvo）

専門家によるWeb安全講習

個別フィードバックレポート

週2〜3回、乗務前または休憩時に実施
その日のコンディションを可視化

3ヶ月に1回配信
運転と脳体力の関係を深く理解

脳体力データに基づく具体的アドバイス
運行管理者へのコンサルティング

国土交通省認定

■中堅トラック運送事業者様　所在地：兵庫県　利用人数模：59名

問合せ先：株式会社日本旅行ソリューション事業本部事業統括部コーポレート事業部（井坂）E-mail :
corp@nta.co.jp

CogEvo × MieruCAR は、このような課題をお持ちの企業様に最適です

プロドライバーを抱える企業様
軽微な擦りや接触事故を減らしたい
居眠り運転のリスクを早期に把握したい
健康起因事故を未然に防ぎたい
 ベテランドライバーに長く活躍してほしい
新入社員の特性を知りたい

一般企業・製造業の方
製造現場の安全性を高めたい
 従業員の健康経営を推進したい
作業前のコンディションチェックを導入
したい

（ご要望によりカスタマイズ可能）

（ご要望によりカスタマイズ可能）

☑早期に疾患が見つかった
☑導入後、眠気のアラート数が激減

☑ドライバー自身の気づきがあった
☑行動変容が確認できた

■大手バス会社様　所在地：大阪府　利用人数：21名

ドライバーの声（一部抜粋）
・なるべく勤務前に実施し、結果を見て一日の業務に反映した
・その日の結果が悪いときは、注意して運転した
・脳の動きが遅いと感じるときに、周囲の動向をよく見るようにした

効果・変化
認知機能の低下が続く社員に対して、管理者が受診
勧奨を行い、診察の結果、脳の疾患が確認された。
社員の他の生体情報との相関もみられ、効果を実感
されている。

【A109-2511】



こんなこと起きていませんか？

脳体力の視点で、安全運転を見直す

脳体力に着目した安全運転講習を実現

高ストレスや

睡眠不足から

脳体力が低下

し、不安全行

動につながっ

ている

認知機能チェック＆トレーニング

活用シーン

ドライバー不足

高齢化

ドライバーの雇用形態の多様化

安全運転管理者の責務強化
業務フローと体制の強化
社会的責任の増加
交通事故等による保険料の増加

本参考文献　 独立行政法人労働者健康安全機構　産業保健21 2018.10 第94号p9 

1000万件のデータが裏付ける、信頼の脳体力測定

背景に潜む要因と、企業に対する重圧

企業現場

ドライバーの高齢化（トラック平均49.9歳、バス53歳、タクシー60.7歳）と人材不足により、ベテランを長く活躍させる環境づくりが急務

ちょっとした擦り・接触事故の増加

居眠り・ヒヤリハットの兆候

健康起因事故の増加傾向

スマホ・タブレットで2〜5分、5つの脳体力をチェック

リハビリ専門家監修、大学・研究機関との共同研究

医療・介護・自治体・企業での豊富な実績

級数・指数・レーダーチャートで視覚的に把握

14種類のトレーニングで継続的な維持・向上も可能

クラウドシステムでAPI連携が可能

運輸業：乗務前チェック、定期的なモニタリング

製造業：作業前の安全確認

一般企業：従業員の健康経営施策

自治体：高齢者の見守り支援

早期発見：疾病や体調変化を事故前に把握

行動変容：ドライバー自身の気づきで生活改善

やりやすさ：スマホだけで完結、特別な機器不要

脳体力の低下と運転リスク

運転と脳体力（認知機能）は深くかかわっている

14のゲームを搭載

経時変化をグラフで確認

認知機能の特性を把握

参考資料：京都府立医科大学　成本　迅教授
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